
R4年度農業所得1000万円経営体育成 達成事例

【主品目・規模・生産量】
○肉用牛（繁殖）44頭（H31.3時点）
（子牛出荷頭数 35頭 ）

○飼料作物 18ha

【従事者】
○家族労働力 ３人

【試算所得】
○856万円

【主品目・規模・生産量】
○肉用牛（繁殖） 68頭（R5.3時点）
（子牛出荷頭数 59頭）

○飼料作物 21ha

【従事者】
○家族労働力 ３人

【試算所得】
○ 1,347万円

改善前 改善後

【改善内容１】

『飼養規模の拡大』
【関係機関による支援内容】
○畜産クラスター構築事業等を
活用した省力化牛舎と繁殖
雌牛の導入支援の整備支援

【農家の取組み状況】
○飼養規模の拡大
肉用牛繁殖頭数
Ｈ31：44頭 → Ｒ4：68頭
※18か月齢以上

地区名：離島地域

営農形態：個別経営

営農類型：肉用牛（繁殖）

【改善内容２】

『飼料生産面積の拡大に
よる飼料自給率の向上』

【関係機関による支援内容】
○畜産クラスター構築事業を活用
した自給飼料関係機械の導入支援
（鎮圧ローラ、ロールベーラ他）

【農家の取組み状況】
○自給飼料生産面積の拡大
飼料作付面積
Ｈ31：18ha  → Ｒ4：21ha

【所得向上に向けた課題】

１ 飼養規模の拡大

２ 飼料生産面積の拡大に

よる飼料自給率の向上

３ 発情発見機器（ICT）の

導入による生産性向上

【改善内容３】

『発情発見機器（ICT）の
導入による生産性向上』

【関係機関による支援内容】
○補助事業を活用した発情発見機器
ファームノートカラーの導入支援

【農家の取組み状況】
○導入数
Ｈ31：０ 台 → Ｒ4：1台
※R2年度導入
〇子牛生産率
H31：81％ → R4：88％

※達成事例についてのお問い合わせは、地域の振興局または農業経営課まで


